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24～28宮崎県立宮崎北高等学校

平成２５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題
科学的な探究方法の学びや体験をとおして、事象や原因を客観的に捉え解明しようとする態度や論理的
な思考力を身につけさせるとともに、国際的な視野に立って自らの考えを発信し、将来、科学の発展に
寄与できる人材の育成をめざす教育課程や指導方法、及びその研究成果の普及に係る研究開発
② 研究開発の概要
科学の発展に寄与できる人材育成を目指す教育課程や指導方法を開発し、その研究成果を普及するた

めに、主に以下の取組を行う。
① 全ての教科で、科学的な探究方法の学びや体験の機会を設定し、科学的な考え方を育成することを

目指した授業及び評価の研究
② 課題研究・科学部活動・その他の活動をとおして、事象や原因を客観的に捉え科学的に解明しよう

とする態度や、論理的な思考力を身につけさせる研究
③ 大学や研究機関等の講師による講義やサイエンスキャンプ、国際交流等の活動をとおして、国際的

な視野に立って自らの考えを発信できる人材育成の研究
④ 高大連携の一層の強化による、新しい高大接続システムの研究
⑤ ＳＳＨ研究成果の県内の高等学校、中学校、小学校への普及

①②③については、生徒の変容の度合いを調査・分析するとともに、校内の組織的連携や指導計画・
指導方法について生徒・保護者・教員・大学関係者等への意識調査等により総合的に検証する。

④については、大学との連携のもと、高大連携の推進を目指す。
⑤については、管理機関の指導のもと、本校がリーダーシップをとり企画、運営していく。

③ 平成２５年度実施規模
１～３年生のサイエンス科(各１学級)を対象として研究開発を行う。また、授業改善や諸講演など、

事業の内容によっては全校生徒を対象とする。
④ 研究開発内容

○研究計画
各研究は、次のように計画し、実施する。

１年次・・・・年間指導計画や具体的な取組計画を作成・実施する。
２年次・・・・１年目の成果と課題を受けて、年間指導計画や具体的な取組計画を改善・実施する。
３年次・・・・２年目の成果と課題を受けて、年間指導計画や具体的な取組計画を完成・実施する。
４・５年次・・３年間の成果と課題を受けて、改善を行いながら、ＳＳＨ終了後の在り方や他校・他

学科への普及の在り方について研究する。
また、これまでの研究の中で、成果が認められた取組については、継続的に実施していく。なお、

実施していく中で、普通科や他校でも実施可能な取組であるかを検証する。
【研究開発１年次】

１．授業改善と評価の研究
１年サイエンス科では、新たに「科学探究基礎 「 「スーパーサイエ」、 」、Earth Science

ンス・コミュニケーションⅠ」を実施し、その内容や指導計画さらには教科としての指
導の有効性を計画的に研究する。また、これまでの研究成果をふまえて、学校設定科目
「生活情報 （ 年サイエンス科 「科学探究 （ 年サイエンス科）および「スーパーサ」 ）、 」1 2
イエンスⅢ （ 年サイエンス科）のより一層の充実を図る。」 3

１年全生徒を対象として 「宮北科学週間」を設定する。この期間は１年生の全生徒に、
対して全ての教科で「科学リテラシー」の向上を図る授業を行うことで、授業改善と評
価の研究を行う。

一連の活動における生徒の評価システム「宮北ＳＰプログラム」を実施し、次年度以
降の国際交流に向けて、長期的展望に立って国際的な視野を持った科学者になり得る資
質を有する生徒の選抜へとつなげる。

２．大学・研究機関との連携による研修の指導体系の研究
これまでの実績を踏まえて、１年サイエンス科では、宮崎海洋高校の実習船を用い、

海洋体験学習や屋久島での自然探究を取り入れた「サイエンスキャンプ」を実施する。
また、たちばな天文台と連携した「天体観測実習」を実施し、充実を図る。

２年サイエンス科では、熊本大学・東海大学等において、実験・実習等を行う「サイ
エンス研修」を実施し、ＳＳＨ校と交流を行う。また 「宮北ＳＰプログラム」によって、
選抜された生徒を「つくば研修」に派遣する。

全校生徒を対象に、土曜日を中心に、大学等から体系的・計画的に講師を招き、月１
回程度の講義を実施する。さらに希望者を対象に、宮崎県内の大学・企業・研究所等の
研究機関において、生徒の興味・関心に応じて選択させた体験実習を行う「夏季マッチ
ング講座」を実施する。

３．課題研究・科学部活動等の活動を通して科学的問題解決能力を高める研究
「科学探究発表会」を開催し、県内の高等学校・中学校の生徒に参加を呼びかけるこ

とで、県全体の科学教育の推進に寄与する。また、近隣の小・中学生を対象に、科学部
生徒による「理科教室」を行う。



高大連携として、宮崎大学推薦入試において合格内定した生徒を対象とした、高大接
続のためのブリッジ教材とその指導計画からなる「高大ブリッジシステム」について宮
崎大学と研究・実践し、高大間のスムーズな接続を図る。

４．課題研究等の充実と人材育成の基盤作り（県内への普及）の研究
県内生徒の課題研究を合同で発表できる機会を作るために、管理機関指導のもと、本校

が中心となり「課題研究合同発表会準備会議」を設置する。また、宮崎大学において、
教員向けに「課題研究研修会」を開くための協議、実施内容の検討、および「サイエン
ス・スペシャリスト育成講座」を年数回行うための協議を行い、実施要項を作成する。
さらに、近隣の中学生の希望者が長期休業などを利用して、本校において実験・実習を
行うことができるような体制づくりを行う。

【研究開発２年次】
学校設定科目および校外研修等については、１年次の研究成果および課題等を踏まえ、その

内容や指導計画を改善し、より充実させる。
また、２年サイエンス科においては、新たに「スーパーサイエンス・コミュニケーション

Ⅱ」を実施し、その内容や指導計画、および教科としての指導効果を計画的に研究する。
さらに、国際交流については、１年次の準備をもとに、海外の高等学校等との交流事業の

計画を確立し、海外研修を実施する。
普通科への普及に関しては 「宮北科学週間」の２年生への拡充を図り、より一層の「科、

学リテラシー」の向上を目指した授業の工夫・改善を行う。また、土曜日を中心に、大学等
から体系的・計画的に講師を招く事業については、ＪＳＰＳフェローの協力を得て、英語に
よる最先端科学分野についての講義も含めて実施する。

県内の高等学校・中学校への普及については、宮崎大学において 「サイエンス・スペシ、
ャリスト育成講座」を年数回行う。また、県内生徒の課題研究を合同で発表できる機会を作
るために 「課題研究合同発表会準備会議 「課題研究担当者委員会」を管理機関指導のも、 」
とに、本校が中心となり行う。また、宮崎大学において、教員向けに「課題研究研修会」を
開く。

小・中学校への普及については、近隣の中学生の希望者が長期休業などを利用して、本校
において実験・実習を行い、より専門的な課題研究を行うための「ジュニア・サイエンティ
スト育成事業」支援を科学部の生徒、顧問が行う。

【研究開発３年次】
学校設定科目および校外研修等については、１年次の研究成果および課題等を踏まえ、その内

容や指導計画を改善し、より充実させる。
また、３年サイエンス科においては、新たに「スーパーサイエンス・コミュニケーション

Ⅲ」を実施し、その内容や指導計画、および教科としての指導効果を計画的に研究する。
さらに、国際交流については、２年次における海外の高等学校等との交流事業をもとに、

海外の連携校等との交流を深め、次年度以降の共同研究等の基盤づくりを行う。
普通科への普及に関しては 「宮北科学週間」の全学年への拡充を図り、より一層の「科、

学リテラシー」の向上を目指した授業の改善と評価の研究を行う。また、その結果を、県内
の高等学校への普及のための参考とする。

県内の高等学校・中学校への普及については、これまでの研究成果と課題を踏まえて「Ｓ
ＳＨ研究成果中間発表会」を開催する。また、県内生徒の課題研究を合同で発表する場であ
る「課題研究合同発表会」を管理機関指導のもと 「課題研究担当者委員会」と連携し、本、
校が中心となり行う。

【研究開発４・５年次】
学校設定科目および校外研修等については、１年次の研究成果および課題等を踏まえ、その内

容や指導計画の改善を行いながら、ＳＳＨ終了後の在り方や他校・他学科への普及の在り方
について研究する。

さらに、国際交流については、海外の高等学校等との交流を図り、共同研究等を行う。ま
た、次年度以降の交流の在り方について協議する。

○教育課程上の特例等特記すべき事項
１年サイエンス科では必履修科目である「家庭基礎」と「情報Ａ」に替えて、より本校の研究開発

のねらいを深化するために教科間の連携を図り、より実生活と結びついた実践的な情報処理能力を高
めるため「生活情報 （２単位）を実施する。」

○平成２５年度の教育課程の内容
１年サイエンス科では学校設定科目「生活情報 （２単位）を実施する。その他の学校設定科目と」

して１年生では、これまでの「サイエンス概論」の実績を踏まえ、さらに、２年次に行う課題研究に
、 「 」 、「 」つなぐために必要な学習 基礎実験・実習等を行う 科学探究基礎 (２単位) 総合的な学習の時間

として、総合的な学習のねらいを踏まえ、英語の科学論文を読むための基礎知識を身につけるととも
に、プレゼンテーションの基礎を学ぶ「 Ⅰ」(１単位)を実施する。SSC

２年サイエンス科では「総合的な学習の時間」として 「高大接続」を視野に入れ、より高度な課、
題研究を実践し、生徒の科学的なものの見方・考え方の習得と、創造力の向上を目指す「科学探究」
(１単位)を「高大接続」を視野に入れながら実施する。

３年サイエンス科では、２年次に引き続き生徒の研究意欲を醸成し 「高大接続」による理数系研究、
体制の更なる強化を図る「科学探究」(１単位)、科学的思考力の更なる深化とプレゼンテーション能
力の向上を目的とした「 Ⅲ」(１単位)を行う。SS



○具体的な研究事項・活動内容
１．授業改善と評価の研究

１年サイエンス科では 「生活情報」の充実を図った。また、数学科、英語科との連携による「科、
学探究基礎 「 、および「スーパーサイエンス・コミュニケーションⅠ」を実施し」、 」Earth Science
た。２年サイエンス科では 「スーパーサイエンス・コミュニケーションⅡ」を実施した。数学科と、
理科の校内連携、および宮崎大学や南九州大学等との校外連携を踏まえた、少人数による課題研究
「科学探究」を実施した。３年サイエンス科では、２年次に引き続き生徒の研究意欲を醸成し「高
大接続」による理数系研究体制の更なる強化を図る「科学探究」を実施した。また、科学的思考力

「 」 。の更なる深化とプレゼンテーション能力の向上を目的とした スーパーサイエンスⅢ を実施した
以上のように、学校設定科目を活用した特色ある教育の開発を行い、その内容や指導計画、およ

び教科としての指導の有効性を計画的に研究した。さらに 「宮北科学週間」を設定し、この期間は、
１、２年生の全生徒に対して全ての教科で「科学リテラシー」の向上を図る授業を行うことで、授
業改善と評価の研究を行った。

長期的展望に立って国際的な視野を持った科学者になり得る資質を有する生徒を評価するシステ
、「 」 。 「 」 、ムとして 宮北ＳＰプログラム を実施した その中で選抜された生徒を つくば研修 へ派遣し

高校生としてトップレベルの科学的素養を身につけさせることで、大学のアドミッションポリシー
の要求水準を上回る生徒育成に努めた。さらに「 」や「スーパーサイエンス・コミュニEarth Science
ケーションⅠ及びⅡ」等、英語科との連携によって実施される学校設定科目を中心に、授業に対す
る取組、学業成績、特別活動への取組、校内外の研修の成果、本人の意欲や将来の展望等を多面的
に評価・選抜を行い 「海外研修」に派遣した。、

２．大学・研究機関との連携による研修の指導体系の研究
１年サイエンス科では、宮崎海洋高校の実習船を用い、海洋体験学習や屋久島での自然探究を取

り入れた「サイエンスキャンプ」を実施した。また、たちばな天文台と連携した「天体観測実習」
を実施した。２年サイエンス科では、熊本大学において、実験・実習等を行う「サイエンス研修」
を実施し、ＳＳＨ校と交流を行った。また 「宮北ＳＰプログラム」によって選抜された生徒を「つ、
くば研修」に派遣した。さらに昨年度より、本派遣の対象を普通科にも広げることで、ＳＳＨ事業
成果の普及を図るとともに、全校生徒を対象とした科学分野人材育成プランの基盤構築を図った。

全校生徒を対象として、土曜日を中心に大学等から体系的・計画的に講師を招き、月１回程度の
講義を実施することで、自然科学分野においての興味・関心を最大限に引き出すとともに、自然を
見つめさせる姿勢等を養成した。また、宮崎県内の大学・企業・研究所等の研究機関において、生
徒の興味・関心に応じて選択させた体験実習を行う「夏季マッチング講座」を全校生徒対象として
実施した。

３．課題研究・科学部活動等の活動を通して科学的問題解決能力を高める研究
科学部員においては、基礎実験を多数経験させるとともに、校外研修や実験・実習等をとおして

、 。「 」 、科学に対する認識を深めさせ 自主研究に取り組ませた 青少年のための科学の祭典 等に参加し
科学部の学習・研究成果を外部に向けて発信することで、地域・保護者の理解を深めるとともに、
様々な方々との交流をとおして将来の研究者や技術者として大切なリーダーシップ、コミュニケー
ション能力、プレゼンテーション技術などの素養の伸長を図った。また「科学探究発表会」を開催
し、県内の高等学校の生徒に参加を呼びかけることで、県全体の科学教育の推進に寄与した。

３年生の中で推薦入試において合格内定した生徒を対象とした、高大接続のためのブリッジ教材
とその指導計画からなる「高大ブリッジシステム」について、宮崎大学と研究し、高大間のスムー
ズな接続を図った。

４．校内・および県内の高等学校・中学校・小学校への普及
県内生徒の課題研究を合同で発表できる機会を作るために、管理機関指導のもと、本校が中心と

なり「課題研究合同発表会準備会議」を設置した。さらに次年度より、宮崎大学において 「サイエ、
ンス・スペシャリスト育成講座」を年数回行うための協議を行った。

⑤ 研究開発の成果と課題
○実施による効果とその評価

１．授業改善と評価の研究
「科学探究基礎」では、理科と英語科、数学科との連携がより密になり、体系的・系統的な理数

系の教科指導が可能となった。また 「 」および「スーパーサイエンス・コミュニケー、 Earth Science
ションⅠ」では、最初は英語に苦手意識を感じていた生徒も、科学論文特有のフレーズや専門用語
に触れる中で、辞書を片手に一生懸命科学的な内容を読み解こうとする自発的な姿勢が随所に見ら
れ、活気ある授業が展開されるようになった。学校全体での取組みとしての「宮北科学週間」の実
施にあたっては、教科代表者会でも様々な質問が挙がり、議論が重ねられた。その結果を各教科に

SSH持ち帰り それぞれの教科が主体性をもって進めてきたことは 大きな進歩であった これまでの、 、 。
事業成果を普通科へ広げることで、サイエンス科の生徒だけでなく、普通科の生徒の科学的思考力
の育成にも十分効果があることが生徒意識調査の結果からも明らかになった。

２．大学・研究機関との連携による研修の指導体系の研究
「つくば研修」においては、昨年度からサイエンス科生だけでなく、普通科生にも派遣の機会を

広げ、学校全体への 事業の波及効果を期待した。しかし、エントリー数が伸び悩み、2名の参SSH
加に留まった。7月実施ということで、普通科へ十分に浸透させることができなかったことは事実で
ある。ただ、参加した生徒は、サイエンス科生以上にモチベーションの向上が見られている。

「夏季マッチング講座」および「教養講座」については、これらの実習や講義で得た知見を、そ
れぞれの進路実現に活かしている生徒が本年度も多く見受けられた。特に３年生の中には、この講



座で最終的な学部・学科を決定し、推薦入試で合格を決めた生徒もいた。
３．課題研究・科学部活動等の活動を通して科学的問題解決能力を高める研究

学校設定科目「科学探究」の発表の場である「科学探究発表会」の開催時期を２月から７月に移
したことにより、３年生に発表の場を設定することができ、研究へのモチベーションを向上させる
ことにつながった。発表会に併せて本校のオープンスクールを実施したことで、中学生とその保護
者や教員が数多く参加し、ポスターセッション等の体験を通して、本校の 事業の理解が深まっSSH
た。また 「日伊科学技術 宮崎国際会議」における高校生の英語によるポスターセッションは、英、
語科との連携の在り方を考えるよい契機となった。さらに科学部の具体的活動としては 「 生徒、 SSH
研究発表会」や「科学の甲子園宮崎県大会」をはじめとする各種コンテストへの参加を積極的に行
ってきた。その中で、鹿児島県で行われた「九州高等学校生徒理科研究発表会」において 「キトサ、
ンの研究」が化学部門優良賞を受賞した。また 「中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発、
表大会」において「素数の研究」が入賞した。

４．課題研究等の充実と人材育成の基盤作り（県内への普及）の研究
「課題研究合同発表会準備会議」や「宮崎県高等学校等教育研究会理科部会化学部会」を通した

、 、理科教員への 普及活動においては 本校の取組みに対する理解が深まったことは確認できたがSSH
そのことを個々の先生方が自校に持ち帰り、さらなる発展・普及につなげるという意識にまでは至
ることができていない。

○実施上の課題と今後の取組
新たな学校設定科目「科学探究基礎」における「分野別探究活動」については、まだ試行錯誤の状

況が続いている 「理科課題研究ガイドブック （小泉治彦著、千葉大学 先進科学センター発行、201。 」
0）をもとにした、研究の進め方の講義や各分野に分かれての小研究など、レポート作成までの流れを
体験させることで、２年次の科学探究がより一層充実するように工夫・改善していきたい。また、学
校設定科目「 」や「スーパーサイエンス・コミュニケーションⅠ及びⅡ」を通して培われEarth Science
た科学的思考力や英語運用能力をいかに評価すべきか、その手法の研究も併せて、次年度は「スーパ

」 。 、ーサイエンス・コミュニケーションⅢ への系統的な発展の在り方を追求していく これらの取組を
「海外研修」のさらなる充実につなげていきたい。

「宮北科学週間」については、次年度は全学年での実施となる。さらに発展充実させるよう、教科
間の連携をとりながら進めたい。実施時期の検討も行いたい。

「つくば研修」の普通科への拡充については、次年度はさらなる普及を目指して、早期の段階から
徹底した 活動を行いたい 併せて 普通科も含めた新しい評価基準の策定が急務である 現在の 宮PR 。 、 。 「
北 プログラム」の全面的な見直しが必要である。SP

「夏季マッチング講座」に関しては、宮崎県には研究施設が少ないというデメリットがあり、思う
ように派遣先を開拓できていない現状もある。しかし、一方では小規模ではあるが、ベンチャー企業

、 、 、「 」 、で 最先端の研究を行っているという事例や 太陽光発電の工場など 宮崎ならでは の施設もあり
これらの企業も視野に入れた派遣先を開拓していきたい。

、 「 」 、課題研究については ３月に２年生対象の 科学探究ポスターセッション を入れることによって
科学探究の系統的な評価が可能となった。しかし、これまでに評価票や活動記録簿を用いた評価法の
実施、改善を行ってきたが、未だ発展途上の段階であり、評価法が十分に確立されたとは言い難い面
もある。一例として、数学研究と理科研究を同じ評価基準で見ることが難しい。それらの評価基準の
違いを考慮しつつも整合性を保つことを目標に、さらにより良い評価法を求めて研究していきたい。

「日伊科学技術 宮崎国際会議」における高校生のポスターセッションは、2年目になり、参加校が
若干増えてきている。今後、管理機関の指導のもとで積極的に参加の呼びかけを行い、次年度以降は
本取組を、県内普通科系専門学科を中心とした「課題研究合同発表会」に発展させていきたい。

科学部の具体的活動としては、これまでの研究の成果により充実・活性化してきたが、以前から掲
げている海外のコンテストへの参加、入賞という目標は未だ実現できていない。この目標の実現こそ
が本校の目指す一つの到達点であり、そのためにも科学部支援については、本年度以上に注力してい
きたい。

さらに 「ジュニア・サイエンティスト」の育成事業の充実を図りたい。これは、中学生がより専門、
的な課題研究を行うための支援を科学部の生徒と顧問が行うものであり、その中での科学部生徒のよ
り一層の活躍の場をつくっていくことで、 事業成果の普及を図ると同時に、中高連携による学びSSH
あいを通した能力の伸長につなげていけるものと確信している。

、 、高大連携では 大学入学後の成績推移や卒業後の進路等を追跡調査することが重要ではあるものの
大学側からの情報提供という面では、個人情報保護の観点からその実現が難しい状況にある。個別の
聞き取り調査を行うなど、地道な情報収集が求められる。また、次年度から実施予定の宮崎大学にお

「 」 、 、ける サイエンス・スペシャリスト育成講座 については 大学側と連携をとって準備を進めていき
継続的な実験・実習を大学の研究室で行うことにより、個々の興味・関心や進路希望に応じた高い専
門性を身につけさせたい。これらの取組が、大学に進学し、継続的に研究する生徒の育成につながる
ものと考え、長期的展望に立った計画策定を行っていきたい。



別紙様式２－１
宮崎県立宮崎北高等学校 24～28

平成２５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

① 研究開発の成果
１．授業改善と評価の研究

学校設定科目の実施を通して、理科と英語科、数学科との連携がより密になり、体系的・系統的な
。「 」 、理数系の教科指導が可能となった における生徒自己評価結果 よりEarth Science （ ）関係資料表１

生徒の授業に対する興味や積極性は年間を通して平均値が高いことから、地学の授業を英語で学ぶと
いう斬新な取組が生徒の知的好奇心を喚起したと考える。また 「スーパーサイエンス・コミュニケ、
ーションⅠ」では、一般の英文と科学論文との違いについて具体的な英文を比較して学び、なぜ科学
論文には英語の方が都合がいいのかを理解し、普段学習している英語についてツールとしての一面を
体感させることができた。理科教諭との により、それぞれの教科の視点から教材や教えるべき内TT
容について、指導内容の議論をするなど、深める時間が多く、教員側が研鑽を積むことができた。英
語で科学を学ぶことにより、英語への苦手意識の払しょくが幾分かは図られたと思われる。生徒の授
業評価において、６月、１２月とテーマは異なるが全般的に高評価が得られている。

「問３ お子さんに効果があると思われるサ保護者意識調査の結果 において（関係資料表２） 、
イエンス科の取組みはどれですか（３項目まで回答可 」に対する回答は、どの学年も「① 理科）
や数学や科学技術に関する学習に多くの時間が割り当てられている時間割 ・ ② 一般の高校で」「
習うのとは異なる理科や数学の授業内容 ・ ④ 大学や研究機関の専門家による特別講義や実験」「

」 。 、 、・実習 が高評価となっている 中でも１年生はいずれも高い数値を示しており このことから
新 事業における学校設定科目「科学探究基礎 「 、および「スーパーサイエSSH Earth Science」、 」
ンス・コミュニケーション」が期待を持って受け入れられているのではないかと推測される。特
に国際性を意識したこれらの取組みが評価されていることは 「問７ お子さんは、サイエンス、
科の活動に参加して、以下のような効果がありましたか 」の「(6) 国際性の向上に役立つ」と。
いう項目において 「①効果があった」と回答した保護者が３年生と比較して、多いという結果、
にも裏付けられる。

学校全体での取組みとしての「宮北科学週間」については、生徒意識調査結果 よ（関係資料図３）
り、次のことがわかった。まず 「問1 理科・数学は好きですか？」という設問に対して、サイエン、
ス科はほとんどの生徒が理数系の教科が好きだと回答しているのに対して、普通科では約3割の生徒
が理数系教科を好きではないと回答している。一方、男女の比較においては 「①理科・数学ともに、
好き」と回答した生徒が男子45.0％に対して、女子27.7％という結果となり、性別による差も顕著に
表れている 「問2 科学技術に常日頃興味・関心がありますか？」という設問においても、サイエン。
ス科と普通科の比較、および性別による比較において、上記の傾向と同様の結果となっている。昨年
の結果と比較しても高い数字がみられる。来年度2年次に実施した際の変化をみたい。しかし 「問3、

宮北科学週間を通して、科学を身近に感じることができましたか？」の設問においては、サイエン
ス科と普通科の比較において 「①大いにできた」と回答した生徒には20ポイントの大きな差が見ら、
れ 「②まあまあできた」と回答した生徒と合算した数は、34ポイントと差が大きくみられ、サイエ、
ンス科生の興味・関心の高さが見られた。本年度は普通科が6割、昨年は8割前後の生徒が肯定的であ
るという事実から、今回の「宮北科学週間」に一定の評価をしているものと考える。また、男女別比

、「 」 、「 」較においては ①大いにできた と回答した生徒に有意差は見られないものの ②まあまあできた
と回答した生徒は女子の方が13ポイント多く、全体の7割以上が肯定的に捉えていることがわかる。
この傾向は 「問4 宮北科学週間を通して、科学に対する興味・関心はわきましたか？」および「問、
6 宮北科学週間の科学リテラシーを高める授業全体を通して、科学に興味がわきましたか？」にお
いても同様に見受けられる 「問8 科学に関する展示を見ましたか？」という設問に対しては、全体。
的に低く 展示方法や広報に力を入れる必要がある 以上のことから 宮北科学週間 で行った 科、 。 、「 」 「
学の展示物と科学リテラシーを向上するための授業」という両面からの取り組みは、普通科生徒に対
する科学リテラシー向上の方策になり得ると同時に、女子生徒の科学教育へのアプローチとして、有
効な方法になり得る可能性を示唆しているものと考える。

２．大学・研究機関との連携による研修の指導体系の研究
「つくば研修」では、普通科生も選抜対象として、ＳＳＨの成果普及を図ったが、十分に浸透させ

ることができなかった。しかし、参加した普通科生は、サイエンス科生以上にモチベーションの向上
が見られ、授業に臨む真剣さが以前よりも増していることを数名の教科担当から言われている。昨年
参加した普通科生の中には、この研修を通じて創薬科に進学した生徒もいる。

「夏季マッチング講座」および「教養講座」については、これらの実習や講義で得た知見を、それ
ぞれの進路実現に活かしている生徒が本年度も多く見受けられた。特に３年生の中には、この講座で
最終的な学部・学科を決定し、推薦入試で合格を決めた生徒もいた。

「サイエンスキャンプ」と「サイエンス研修」については、それぞれの研修の特徴を活かして気付
きを大切にさせたい そのなかで 今年２年生が１年次のサイエンスキャンプ時に低評価であった 独。 、 「
創性」を上げることができた （関係資料４）。

３．課題研究・科学部活動等の活動を通して科学的問題解決能力を高める研究
学校設定科目「科学探究」の発表の場である「科学探究発表会」の開催時期を例年の２月から７月

に移したことにより、３年生の発表の場を設定することができ、研究へのモチベーションを向上させ
ることにつながった。さらに発表会に併せて本校のオープンスクールを実施したことで、中学生とそ



の保護者や教員約１００名が参加し、ポスターセッション等の体験を通して、本校の 事業の理SSH
解が深まった。また 「日伊科学技術 宮崎国際会議」における高校生の英語によるポスターセッシ、
ョンの指導にあたっては、英語科との連携の在り方を考えるよい契機となった。本校「科学探究発表
会」で用いたポスターと、学校設定科目「科学探究」で作成中の研究論文、および「 Ⅲ」で作成SS
中の英文によるアブストラクトをもとに、科学探究の担当教員と英語の教員、および が連携協ALT
力し、添削指導と発表指導を重ね、当日の本番に臨んだ。発表者は皆、堂々と英語によるポスターセ
ッションを行うことができた。セッション後、発表した生徒は「自分の英語がイタリアの研究者に伝
わり、うれしかった 「大変貴重な助言を得ることができた」という感想を述べており、自分の研究」、
を他国の先生に伝えることができたことに喜びを感じられたと同時に、大きな自信につながったよう

。 、「 」 「 」である さらに科学部の具体的活動としては 生徒研究発表会 や 科学の甲子園宮崎県大会SSH
をはじめとする各種コンテストへの参加を積極的に行ってきた。その中で 「九州高等学校生徒理科、
研究発表大会」において「キトサンの研究」が優良賞を入賞した。また 「中国・四国・九州地区理、
数科高等学校課題研究発表大会」において「素数の研究」が入賞した。また 「中学生のための実験、
教室」は、参加した小・中学生を対象にしたアンケート結果 によると、全体的に高（関係資料表５）
評価であり、参加した児童・生徒の満足度は高いと考える。

４．課題研究等の充実と人材育成の基盤作り（県内への普及）の研究
本年度は、管理機関指導のもと、県内普通科系専門学科による「課題研究合同発表会準備会議」を

本校が中心となり設置するなど、拠点校としてのネットワーク構築の礎を作ることに力を入れた。そ
事業における本校の課題研究である「科学探究」の過去１０年間の実践において、の中で、SSH

これまでに様々な問題に直面し、工夫改善してきたノウハウの蓄積を他校の教諭に発信し、実施
の手法を共有できたことは、県内の課題研究の一層の活性化への糸口がつかめるものと考える。
ＳＳＨ公開授業でも 「北高の説明がわかりやすかった」という意見が挙がっていた。、

② 研究開発の課題
学校設定科目「 」や「スーパーサイエンス・コミュニケーションⅠおよびⅡ」を通してEarth Science

培われた科学的思考力や英語運用能力をいかに評価すべきか、その手法の研究も併せて、次年度は「ス
ーパーサイエンス・コミュニケーションⅢ」への系統的な発展の在り方を追求していく。さらに 「海、
外研修」のよりよい在り方の基盤づくりにつなげていきたい 「宮北科学週間」については、次年度は。
全学年での実施となる。さらに発展充実させるよう、教科間の連携をとりながら進めたい。

校外研修では、サイエンスキャンプおよびサイエンス研修の意識調査 における【質（関係資料表４）
問4 「サイエンスキャンプ・サイエンス研修で大切だと感じた項目は何ですか（3つまで選択可 」と】 ）。

、 、「 」 、 「 」、いう問いについて １年生のサイエンスキャンプと比較すると 自主性 が一番多く 以下 発想力
「やる気 「見抜く力 「コミュニケーション能力」と続いた。一方で、低評価（0％）の回答率であ」、 」、
ったものの中に 「国際的なセンス」がみられ、これからの科学者として身につけるべき項目が並んで、
いる。今後、これらの必要性を感じさせることのできる研修の在り方を考えていくことも重要である。
また 「つくば研修」の普通科への拡充については、次年度はさらなる普及を目指して、早期の段階か、
ら徹底した 活動を行いたい。併せて、普通科も含めた新しい評価基準の策定が急務である。現在のPR
「宮北 プログラム」の全面的な見直しが必要である。SP

課題研究については、３月に２年生対象の「科学探究ポスターセッション」を入れることによって、
科学探究の系統的な評価が可能となった。しかし、これまでに評価票や活動記録簿を用いた評価法の実
施、改善を行ってきたが、未だ発展途上の段階であり、評価法が十分に確立されたとは言い難い面もあ
る。一例として、数学研究と理科研究を同じ評価基準で見ることはできない。それらの評価基準の違い
を考慮しつつも整合性を保つことを目標に、さらにより良い評価法を求めて研究していきたい。

「日伊科学技術 宮崎国際会議」における英語による高校生のポスターセッションは、初年度という
こともあり、参加校が少なかったのは残念であったが、今後、管理機関の指導のもとで積極的に参加の
呼びかけを行い、次年度以降は本取組を、県内普通科系専門学科を中心とした「課題研究合同発表会」
の形に発展させていきたい。

科学部の具体的活動としては、これまでの研究の成果によって充実・活性化してきたが、以前から掲
げている海外のコンテストへの参加、入賞という目標は未だ実現できていない。この目標の実現こそが
本校の目指す一つの到達点であり、そのためにも科学部支援については、本年度以上に注力していきた
い。さらに、次年度は「ジュニア・サイエンティスト」の育成事業を計画している。これは、中学生が
より専門的な課題研究を行うための支援を科学部の生徒と顧問が行うものであり、その中での科学部生
徒のより一層の活躍の場をつくっていくことで、 事業成果の普及を図ると同時に、学びあいを通しSSH
た能力の伸長につなげていけるものと確信している。

高大連携では、大学入学後の成績推移や卒業後の進路等を追跡調査することが重要ではあるものの、
大学側からの情報提供という面では、個人情報保護の観点からその実現が難しい状況にある。個別の聞
き取り調査を行うなど、地道な情報収集が求められる。また、次年度から実施予定の宮崎大学における
「サイエンス・スペシャリスト育成講座」についても、大学側と連携をとって準備を進めていき、継続
的な実験・実習を大学の研究室で行うことにより、個々の興味・関心や進路希望に応じた高い専門性を
身につけさせたい。これらの取組みが、大学に進学し、継続的に研究する生徒の育成につながるものと
考え、長期的展望に立った計画策定を行っていきたい。

事業成果の普及に関しては、ＳＳＨ公開授業によって、本校の取組みに対する理解が深まったこSSH
とは確認できたが、そのことを個々の先生方が自校に持ち帰り、さらなる発展・普及につなげるという

今回の会合を一つの契機として、県教委、理科部会等と連意識にまでは至ることができていない。
携しながら一歩ずつ、確実に進めていきたい。



④ 関係資料
表１ 「 」自己評価結果Earth Science
（集計結果）※対象生徒：1年サイエンス科40名 調査実施時期：学期ごとの授業時に実施

表２ サイエンス科保護者意識調査結果

問３ お子さんに効果があると思われるサイエンス科の取組みはどれですか、３つ選んでください。 

① 理科や数学や科学技術に関する学習に多くの時間が割り当てられている時間割 

② 一般の高校で習うのとは異なる理科や数学の授業内容 

③ 個人や班で行う自主的な研究活動（課題研究） 

④ 大学や研究機関の専門家による特別講義や実験・実習 

⑤ 最先端の研究や技術開発をしている科学者や技術者の講演会やシンポジウム 

⑥ 大学や研究所、企業、科学館等での見学や学習教室への参加 

⑦ 科学コンテストへの参加 ⑧ プレゼンテーションする力を高める学習 ⑨ 英語で表現する力を高める

学習 ⑩ 他の高校の生徒との交流 ⑪ 理科や数学、科学技術に関するクラブ活動 ⑫ わからない ⑬ その

他 

（7月） 

 １年 ２年 ３年  １年 ２年 ３年  １年 ２年 ３年 

① 55.3 21.2 40.0 ⑥ 28.9 33.3 30.0 ⑪ 0.0 3.0 5.0 

② 52.6 30.3 55.0 ⑦ 0.0 6.1 10.0 ⑫ 0.0 0.0 5.0 

③ 31.6 42.4 45.0 ⑧ 26.3 33.3 30.0 ⑬ 0.0 0.0 0.0 

④ 50.0 51.5 55.0 ⑨ 26.3 51.5 5.0     

⑤ 28.9 15.2 15.0 ⑩ 0.0 0.0 5.0     

（12 月） 

 １年 ２年 ３年  １年 ２年 ３年  １年 ２年 ３年 

① 55.3 34.3 58.6 ⑥ 18.4 37.1 34.5 ⑪ 2.6 5.7 3.4 

② 55.3 37.1 37.9 ⑦ 2.6 11.4 6.9 ⑫ 5.3 2.9 0.0 

③ 21.1 45.7 69.0 ⑧ 13.2 17.1 27.6 ⑬ 0.0 0.0 0.0 

④ 57.9 42.9 58.6 ⑨ 31.6 40.0 0.0     

⑤ 26.3 25.7 10.3 ⑩ 0.0 0.0 0.0     

 

  ７月 
単位は％ 興味 説明 まとめ 技能 理解 知識 理解② 関心 

⑤十分できた 75 18 43 40 67 35 43 56 

④どちらかといえばできた 24 56 35 45 27 43 35 32 

③半分はできた 0 21 21 10 5 21 10 10 

②どちらかといえばできなかっ

た 
0 2 0 0 0 0 0 0 

①全くできなかった 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

１２月 

単位は％ 興味 説明 まとめ 技能 理解 知識 理解② 関心 

⑤十分できた 63 42 36 52 60 39 52 60 

④どちらかといえばできた 34 42 44 26 31 36 34 23 

③半分はできた 2 15 18 21 2 23 13 15 

②どちらかといえばできなかっ

た 
0 0 0 0 0 0 0 0 

①全くできなかった 0 0 0 0 0 0 0 0 

 



図３ 「宮北科学週間」意識調査結果

問７ お子さんは、サイエンス科の活動に参加して、以下のような効果がありましたか。 

（それぞれどちらかに○を） 

(1) 理科・数学の面白そうな取組に参加できる    ① 効果があった  ② 効果がなかった 

(2) 理科・数学に関する能力やセンス向上に役立つ  ① 効果があった  ② 効果がなかった 

(3) 理系（文系でない）学部への進学に役立つ    ① 効果があった  ② 効果がなかった 

(4) 大学進学後の志望分野探しに役立つ       ① 効果があった  ② 効果がなかった 

(5) 将来の志望職業探しに役立つ          ① 効果があった  ② 効果がなかった 

(6) 国際性の向上に役立つ             ① 効果があった  ② 効果がなかった 

 (1) (2) (3) 

7 月 12 月 7 月 12 月 7 月 12 月 

① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② 

１年 89.5 7.9 97.4 0.0 86.8 10.5 92.1 2.6 92.1 7.9 92.1 2.6 

２年 93.9 3.0 80.0 17.1 87.9 9.1 80.0 17.1 87.9 9.1 94.3 2.9 

３年 89.5 10.5 93.1 6.9 75.0 25.0 79.3 20.7 84.2 15.8 82.8 17.2 

 

 (4)   (5) (6) 

7 月 12 月 7 月 12 月 7 月 12 月 

① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② 

１年 89.5 5.3 92.1 2.6 84.2 7.9 89.5 2.6 78.9 13.2 73.7 18.4 

２年 87.9 9.1 82.9 14.3 87.9 9.1 85.7 11.4 90.9 6.1 62.9 34.3 

３年 85.0 15.0 89.3 10.7 85.0 15.0 79.3 20.7 52.6 47.4 41.4 58.6 

 

普通科 サイエンス科普通科 サイエンス科普通科 サイエンス科普通科 サイエンス科普通科 サイエンス科普通科 サイエンス科

1 32.9 65.0 13.4 65.0 11.2 32.5 12.0 27.5 11.2 38.5 9.1 27.5
2 27.1 30.0 55.4 32.5 52.2 65.0 52.5 67.5 63.8 56.4 90.9 72.5
3 14.1 2.5 24.3 2.5 26.8 0.0 22.8 2.5 18.8 5.1 0.0 0.0
4 26.0 2.5 6.9 0.0 9.8 2.5 12.7 2.5 6.2 0.0 0.0 0.0

平成24年度1学年

1 26.9 41 11.5 46.2 8.6 17.9 9.7 30.8 8.2 33.3 71.2 64.1
2 26.1 48.7 45.4 46.2 69.9 64.1 57.8 46.2 63.9 56.4 28.8 35.9
3 17.9 2.6 32.7 7.7 15.6 12.8 26.9 17.9 23 10.3
4 29.1 7.7 10.4 5.9 5.1 6 5.1 4.8

平成25年度2学年

1 28.6 47.4 9.1 18.4 9.1 10.5 8.0 8.3 10.2 10.5 8.0 50.0
2 17.0 34.2 48.6 71.1 58.3 57.9 52.2 52.5 58.2 68.4 92.0 50.0
3 28.3 13.2 32.6 10.5 24.6 28.9 31.5 32.4 27.3 15.8 0.0 0.0
4 26.1 5.3 9.8 0.0 8.0 2.6 8.3 6.8 4.4 5.3 0.0 0.0

問2問1 問8問6問4問3

男女比

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1 45.0 27.7 26.8 12.8 14.9 12.8 17.9 9.5 17.3 11.6 13.2 9.5
2 24.3 31.1 50.6 54.4 47.6 60.8 45.2 64.9 58.3 68.0 86.8 90.5
3 12.4 12.8 16.7 26.8 28.0 18.2 23.8 16.2 18.5 15.6
4 18.3 28.4 6.0 6.0 9.5 8.1 13.1 9.5 6.0 4.8

平成24年度1学年

1 40.7 14.3 22.8 7.8 10.2 9.2 15.6 8.6 14.4 7.8 69.1 71.6
2 25.7 32.9 48.5 41.8 62.3 77.3 51.5 62.1 53.9 73.8 30.9 28.4
3 12.0 20.7 20.4 40.4 18.6 11.3 25.1 25.7 25.1 17.0
4 21.6 32.1 8.4 9.9 9.0 2.1 7.8 3.6 6.6 1.4

平成25年度2学年

1 43.5 16.4 14.9 4.8 9.5 8.9 11.3 4.8 12.6 7.5 17.3 8.3
2 16.1 22.6 57.7 43.8 54.8 62.3 49.4 56.8 56.3 63.0 82.7 91.7
3 24.4 28.8 21.4 39.7 29.2 20.5 31.0 31.5 25.1 26.7
4 16.1 32.2 6.0 11.6 6.5 8.2 8.3 6.8 6.0 2.7

問8問6問4問3問2問1



表４ サイエンスキャンプアンケート

サイエンス研修アンケート

表５

問４　平成25年度
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

44.737 13.158 52.632 50 21.053 18.421 15.789 7.8947 15.789 10.526 10.526

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑

0 2.6316 7.8947 0 10.526 7.8947 5.2632 2.6316 0 0

平成24年度
56.4 0 48.7 23.1 46.2 15.4 7.7 30.8 10.3 10.3 15.4

0 2.6 5.1 0 12.8 0 7.7 2.6 2.6 0

問４　平成25年度
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

41.2 17.6 17.6 17.6 26.5 35.3 14.7 20.6 14.7 11.8 2.9

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑

5.9 2.9 2.9 0.0 20.6 8.8 17.6 5.9 0.0 0.0

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６

1 82.3 35.2 100 88.2 82.3 82.3

2 17.7 47 0 11.3 5.9 17.7

3 0 0 0 0 11.8

4 0 17.7 0 0 0

問 1 理科は好きですか。 

1 好き 2 少し好き 3 あまり好きでない 4 嫌い 

問 2 実験教室になぜ参加しましたか。 

1 自分の意志 2 先生のすすめ 3 家族のすすめ 4 友人の誘い 

問 3 実験教室は楽しかったですか。 

1 楽しかった 2 少し楽しかった 3 あまり楽しくなかった。 4 楽しくなかった  

問 4 実験内容は理解できましたか。 

1 できた 2 少しできた 3 あまりできなかった 4 できなかった 

問 5 実験教室に参加して今までより理科が好きになると思いますか。 

1 思う 2 少し思う 3 元々好きだから変わらない 4 好きにならない 
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